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ドキュメント解析エンジン ＋ RAGの合わせ技で

「自動化の自動化」を実現
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多くの企業にとって、抜本的な業務効率化は未だに道半ばである
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業務
ボリューム

業務の種類

大型な業務効率化は
既にRPAやSFA, ServiceNow等
の組み合わせで実現済

一方で殆どの業務は総ボリュームの
低い業務であり自動化実装のROI
が合わない

更に、限られた人しか理解していな
い非定型業務も数多く存在しており
、これらは自動化候補にすら挙がら
ない

ROIの合わない
ロングテール業務
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ロングテール業務の壁が「死の谷」となりDXの道半ばで失速するケースが大半
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部分的
自動化

Process
自動化

包括的
自動化

Data
Driven
組織化

ビジネス
モデル
抜本改革

ビジネスインパクト

自動化レベル

E2Eでの
システム接続

自動化の限界コスト
の低減による

「様々なデータ化」の加速

データ蓄積および
圧倒的自動化による

CXの劇的向上、
Personalization、
顧客理解の深み
少量多品種化

ロングテール
業務の自動化

ロングテール業務の壁が
「死の谷」になる

業務量が多く投資対効果を
得られやすい業務の幅は限られており
ほぼ全ての業務は「ロングテール」
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ロングテール業務はほぼ非定型であり、システム化するには「曖昧」
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セールス

カスタマー
サポート

社内業務

・必要な書類等のValidity Checkや
条件交渉などの社内プロセスの進め方、
必要な事前調査などに多くの確認が必要

・内容が曖昧ないしは特殊であり
どのような対処をしたら良いか分からない
顧客から何の情報を聞けばよいか
分からない

・経費申請など様々な申請ごとに関して
必要な条項を整理する方法が曖昧
・過去事例のドキュメントを探したい

いわゆる「仕事ができる人」はこのあたりの塩梅が
わかっているものの、
多くの人（例えば新しく入った人）にとっては
困難な事が多く、また誰に聞けば良いかも分からず
コミュニケーションの総量が爆発する
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死の谷脱却には「業務棚卸し＋ROI検討」からEX-Drivenへの転換が不可欠
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業務総量 開発難易 ROI
Task A ◎ 易 ◎
Task B ◯ 中 ◯
Task C ◯ 難 △
Task D △ 中 ✕
Task E △ 難 ✕
Task F △ 難 ✕
・・・

業務を棚卸しして、自動化に関する
技術検討を行い、ROIを算出するアプローチ

これらが残る限り
業務変革の実感は
生まれない・・・

従業員エクスペリエンス起点の自動化の自動化

No-Code / Low-Code Platform レイヤーの整備を通じて
従業員エクスペリエンスを変革し
同時にプロセスの部分的自動化を実施するアプローチ

※なぜこれが「死の谷脱却」に繋がるのかは次ページ参照

従来の「自動化」の考え方
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No Code/Low Code + Super RAGで業務の種類も自動化幅も大幅向上
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業務
ボリューム

業務の種類

No Code/Low Codeでは自動化
できることが限られている

No Code/Low Codeに
Super RAGと組み合わせることで

業務の種類も自動化幅も大幅に向上



Confidential / 関係外秘 ©Cinnamon Inc. All Rights Reserved.

業務効率化における根本問題

RPAやAIは多くのワークフローを自動化してきた

しかし開発及び設定コストを考慮した場合、
ROI（投資収益率）が合わないという理由で
未だ大多数のワークフローが活用されていない
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なぜなら、自動化にはとくにかくコストがかかる

10,000以上のさまざまなテ
ンプレートを登録することによ
りAI-OCRを利用している。

多くのルールやポリシーが文書に複
雑に定義されており、これらのルー
ルをすべてシステム実装するのは
不可能

様々な問い合わせに対応するた
め、チャットボットのQ&Aシナリオを
数百万行にわたって定義する必
要がある
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ドキュメント解析エンジン + RAGの合わせ技で「自動化の自動化」を実現

表の構造、手書き文字、写真など
多くの複雑性を伴う文書を理解

ドキュメント解析エンジン RAGで拡張された
大規模自然言語モデル

RAG技術により業界特有の論理を
LLMが理解できるようにすることで、
多くのワークフローにおける推論能力
を解放することができる。

自動化の自動化

多くのプロセスを自動的に自動化で
きるようになり、それによってさらに多
くのプロセスを自動化できるようにな
る。
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ドキュメント解析技術
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シナモンの独自アルゴリズムにより、ドキュメントの物理的構造の複雑性に起因した様々な課題を解消することが可能

複雑なテーブル構造

セル結合や縦書きが含まれる情報の読取りは難しい
⇒シナモンは、独自の表読取アルゴリズムを利用し、結合セ
ル、ページをまたぐ表形式など複雑な文書構造に対応

手書きを含むような図面

図面や手書き情報は、IDPでも読み込めない
⇒シナモンは、手書き文字もAIで調整して読み込むことが可
能
⇒図面の情報も読み取ることが可能

ハンコ/サインを含む文書のコピー

印刷されて、ハンコやサインを含む文章は文字がかぶってし
まって読み込みにくい
⇒シナモンは、これらを識別してデータを構造化することが可
能
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自動化の自動化により「自動化設定コスト」が大幅削減できることがポイント

テンプレート登録なしで無制限のフ
ォーマットを「意味解釈」により分析
可能

複雑なマニュアルや契約書類を分
析し、それらをワークフローに適用
可能

個人文書、契約、過去のログ、マニュアル
を理解することによって、チャットボットシナリ
オを自動生成
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一般的なRAG(Retrieval-augmented Generation)

関連情報を
検索

インプット＋コンテキスト＝プロンプト

LLM

業務利用する場合、LLMが持つ知識を補うために、外部の知識リソースをコンテキストとして活用することでLLMが生成する回答
の質（範囲）を向上させるAIフレームワークだが、精度40%程度に着地することがほとんどである。

ユーザー

インプット 結果を出力

社内ドキュメント

プロンプトの
クオリティが
低い

ドメイン知識
の不足

ドキュメント
の構造が
複雑

レイアウトの構造や表構
造などを誤認識してしまう

業界・企業単位のドメイ
ン知識がLLMには不足

インプットをLLMが理解しやすい
形に変換（最適化）
または複数プロンプトから
ベストなプロンプトを選択

課題 課題 課題
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シナモンのSuper RAG

インプット 結果を出力

ドキュメント
解析技術

ドメイン知識
注入技術

プロンプト
生成技術

LLM

関連情報を
検索

複雑なドキュメントでも
人間のように理解

※必要に応じてこの段階でも
ナレッジ注入を行い、精度を高める

LLMに欠ける業界・
企業単位のドメイン
ナレッジをテンプレートや
ナレッジグラフで注入

インプットをLLMが理解しやすい
形に変換（最適化）
または複数プロンプトから
ベストなプロンプトを選択

Super
RAG

業務利用にあたってRAGの課題（文書の複雑性、ドメイン知識の不足、あいまいなプロンプトによる精度低下）を、弊社独自
のAIパーツ（ドキュメント解析、ナレッジ注入、プロンプト自動生成）により、回答品質を大幅に向上できる。
一般的なRAGの仕組みを利用した場合に40%程度の精度のタスクにおいて、90%超の精度を実現。

プロンプト
ユーザー

社内ドキュメント
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